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６ 附属施設等

（６）特別支援教育実践研究センター

① 特別支援教育実践研究センター

ア 設置の趣旨（目的）及び組織

特別支援教育実践研究センターは，「特別支援教育における実践的な教育及びその研究の推進を図る

とともに，特別支援学校等の教員の研修を行うこと」を設置目的にしており，臨床（教育臨床，教育相

談），研究，研修（指導者研修，教材・教具の開発）の３部門５領域の機能を有する。

構成員は，特別支援教育コースの教員全員がセンター兼務教員となっており，河合 康（教授：セン

ター長），我妻敏博（教授），大庭重治（教授），齋藤一雄（教授），土谷良巳（教授），笠原芳隆（准教

授），藤井和子（准教授），村中智彦（准教授），八島猛（准教授），小林優子（講師），池田吉史（助教）

の11人である。

イ 運営・活動の状況

臨床活動（教育臨床）では，大学院修士課程特別支援教育コースの「教育臨床実習」及び「応用教育

臨床実習」（いずれも視覚障害，聴覚障害，知的障害，肢体不自由，病弱，言語障害，重複障害，発達

障害の８障害すべてに対応）の多くを本センターで実施した。これらの授業では，VTRを始めとする各

種教育器機を活用して，センターに来所する障害のある子どもの検査・教育的診断，教育プログラムの

作成，指導，評価について，その原理と技術を指導した。また，個々の臨床の都度カンファレンスを実

施し，VTR記録等を用いた臨床内容の分析を行い，大学院生に対して臨床に関する議論の場を提供した。

また，本センターにある教材や検査用具，施設設備を活用して，特別支援教育コースの授業である「障

害者心理検査法」「特別支援教育研究法」「実践場面分析演習：特別支援教育」の全てをセンターで実

施したほか，他の講義科目の一部も実施した。

臨床活動（教育相談）では，保護者や学校等の担当者等を対象に，地域の障害のある子どもの教育診

断，発達援助，日常生活の指導・援助について，面接相談や各種検査，継続指導，経過観察を行った。

この臨床活動（教育相談）においては，センター教員と特別支援教育コースを中心とする大学院生のチ

ームにより，発達，心理，知覚・認知，運動，コミュニケーション・言語，視覚，聴覚等の検査を実施

して総合的な教育診断を行い，障害のある子どもの療育支援，学習支援を実施した。また，障害のある

子どもに関わる人々の環境の調整，地域の医療・相談・教育機関との連携にも努めた。

研究活動では，センター兼務教員が行っている研究プロジェクトとして，文部科学省による平成27年

度特別支援教育に関する実践研究充実事業（特別支援教育に関する教育課程の編成等についての実践研

究）に取り組んだ。十日町市立ふれあいの丘支援学校と連携し，「小学校との交流及び共同学習を核と

した市立特別支援学校の連続性・継続性のある教育課程に関する実践研究」をテーマに，共同で行った

学校行事の分析，それを支える授業づくり，継続性のある教育課程の編成を行った。他に，科学研究費

採択事業９件，学内研究プロジェクト５件を実施した。

また，障害のある子どもの教育実践に関する総合的な研究成果を，上越教育大学特別支援教育実践研

究センター紀要第21巻において発表した（平成28年３月刊行）。なお，本巻に掲載された論文の電子フ

ァイルを本センターホームページおよび上越教育大学リポジトリに公開した。

さらに，特別支援教育に関する情報の共有と発信を図ることを目的として，特別支援教育実践研究会

を設立し，平成27年度は協働研究員６人を新たに採用し，合計30人とした。そして，学校現場や本セン
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ターにおける指導実践とその成果を発表する場として，平成27年11月14日（土）に第４回実践研究発表

会を開催し，11件のポスター発表を行い，82人が参加した。

研修活動では，特別支援教育において指導的立場にある現職教員，実践者，研究者，福祉関係施設の

指導者を講師として招き，センターセミナーを実施した。センターセミナーは，地域の特別支援教育関

係者への専門的知識や内外の最新情報の普及・啓発による地域貢献的役割の他に，特別支援教育コース

大学院生に対し，大学院のカリキュラムを超えた幅広い知識や情報の獲得を目的としている。平成27年

度は，４回のセミナーを開催し，第89回は誠愛リハビリテーション病院名誉院長の黒川 徹氏を講師に

招き「特別支援教育で役立つてんかん学」（平成27年５月26日（火）：参加者152人），第90回は東京学

芸大学特別支援科学講座教授の小笠原 恵氏を講師に招き「行動問題を示す自閉症児への支援―応用行

動分析学を用いて―」（平成27年11月14日（土）：参加者160人），第91回は上越教育大学臨床・健康教

育学系教授の齋藤一雄氏を講師に招き「知的障害教育と音楽教育」（平成28年３月５日（土）：参加者1

56人），第92回は上越教育大学臨床・健康教育学系教授の土谷良巳氏を講師に招き「多様性のなかでの

共生〜重複障害の子どもとの共同活動を読み解く〜」（平成28年３月５日（土）：参加者156人）の内容

で実施した。また，本センターを会場として新潟県教育職員免許法認定講習及び教員免許状更新講習等

を開催した。

その他，地域支援・連携活動として，センター兼務教員が行った地域貢献事業（大学プロジェクト）

が１件あった。また，新潟県内各特別支援学校評議員，新潟県特別支援学校教職員研修会講師等の活動，

及び外部機関に対しセンターが所有する検査用具の貸出を随時行った。

ウ 優れた点及び今後の検討課題等

特別支援教育実践研究センターで行っている臨床活動は教育活動とも密接に関わっており，これによ

り特別支援教育コースの大学院生の実践的指導力を培うことに直結している。具体的には教育相談のた

め来所する子どもたちの指導原理，技術を教員の指導のもとで習得することができる。

研究活動においては，文部科学省による平成27年度特別支援教育に関する実践研究充実事業（特別支

援教育に関する教育課程の編成等についての実践研究）に十日町市立ふれあいの丘支援学校と連携して

取り組み，「小学校との交流及び共同学習を核とした市立特別支援学校の連続性・継続性のある教育課

程に関する実践研究」をテーマに，共同で行った学校行事の分析，それを支える授業づくり，継続性の

ある教育課程の編成について実践研究を行っている。また，教育相談によって得られた成果を国内外に

発表している。

研修活動では，新潟県内における特別支援教育の専門機関として最新の知見を提供する役割を果たし

ている。今年度は前年度に引き続き特別支援教育実践研究会第４回実践研究発表会を開催し，地域にお

ける情報交換・情報提供の場を提供する取組を実施した。

今後も先述した諸活動をさらに発展させ，近隣の教育・行政・福祉等の関連機関との連携を充実させ

ていくことが課題である。

② 運営委員会

ア 設置の趣旨（目的）及び組織

ⅰ） 組織設置の趣旨（目的）

特別支援教育実践研究センター運営委員会では，①特別支援教育実践研究センターの運営に関す

る事項，②特別支援教育における教育実践の在り方の研究及び具体的指導技術の開発に関する事項，

③特別支援教育における教育実践の企画及び運営に関する事項，④学生の実践指導に関する事項，

⑤その他特別支援教育実践研究センター長が必要と認めた事項を審議する。
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ⅱ） 組織の構成及び構成員等

平成27年度特別支援教育実践研究センター運営委員会構成員は，センター兼務教員11人及び心理

教育相談室長である。

イ 運営・活動の状況

ⅰ） 委員会等の開催状況

特別支援教育実践研究センター運営委員会を２回開催し，第１回を平成27年６月１日（月），第２

回を平成28年１月に書面審議で開催した。

ⅱ） 審議された主な事項

第１回運営委員会では，平成26年度事業報告，同決算報告，平成27年度事業計画，同予算計画，

平成27年度紀要編集委員の選出及び編集幹事の委嘱，平成27年度特別支援教育に関する実践研究充

実事業について協議した。また，第２回運営委員会では，平成28年度予算要求・要望について協議

した。また，特別支援教育実践研究会第４回実践研究発表会と第89回・第90回センターセミナーに

ついて報告があった。

ⅲ） 重点的に取り組んだ課題や改善事項及び前年度の検討課題への取組状況等

前年度より検討されていた特別支援教育実践研究センターと地域の関係諸機関との協働的課題解

決システムの構築や大学のセンター的機能を確立するための将来構想の策定について重点的に取り

組んだ。また，臨床・教育・研究・研修活動の拡充に必要な施設・設備の改善についても取り組ん

だ。


